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つ
ぼ
み
保
育
園 

4

月 

6

日   

  
 

9

日 

  
 

13

日 

親
子
歓
迎
遠
足 

  
 

18

日 

お
た
の
し
み
会 

 

24

日 

端
午
の
節
句 

 
 
 

園
児
健
康
診
断(

2

日
間) 

5

月 

9

日 

お
た
の
し
み
会(

5･

6

月) 

  
 

11

日 

年
長
年
少
組
親
子
保
育 

  
 
 
 
  
  
  
 

ク
ラ
ス
懇
談
会 

 

〈
5

月
13

日
～
7

月
6

日
〉 

  
  

 
 

第
一
期
改
築
工
事 

  
  

 
 
(

さ
く
ら
・
音
楽
室
・
休
養
室) 

7

月 

10

日 

お
た
の
し
み
会(

7･

8

月) 
 
 
 

12

日 

 
 
 

13

日 

 
 
 

24

日 

プ
ー
ル
開
き 

 

〈
7

月
16

日
～
9

月
14

日
〉 

  
  

 
 

第
二
期
改
築
工
事 

  
  

 
 
(

も
も
・
う
め) 

9

月 

19

日 

お
た
の
し
み
会 

 

28

日 

運
動
会 

10

月 

17

日 

お
た
の
し
み
会 

 
 
 

29

日 

敬
老
の
集
い 

11

月 

6

日 

年
長
組
遠
足 

 

14

日 

角
笛
シ
ル
エ
ッ
ト
劇
場
青
組 

 

16

日 

友
愛
セ
ー
ル
・
バ
ザ
ー 

 

21

日 

お
た
の
し
み
会 

12

月 

8

日 

輔
仁
会
合
同
音
楽
祭 

  
 

9

日 

ミ
ニ
チ
ャ
イ
ル
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー 

  
 

12

日 

お
た
の
し
み
会 

  
 

20

日 

  
 

21

日  
 

 

26

日 

も
ち
つ
き 

1

月 

9

日 

お
た
の
し
み
会 

 

18

日 

年
少
発
表
会 

2

月 

3

日 

豆
ま
き 

 

8

日 

年
長
発
表
会 

 

13

日 

お
た
の
し
み
会 

3

月 

3

日 

桃
の
節
句
お
た
の
し
み
会 

  
 

4

日 

遠
足(

年
長) 

  
 

11

日 

遠
足(

年
少) 

  
 

20

日 

卒
園
式 

  
 

26

日 

入
園
式(

新
園
児) 

 

第
２
つ
ぼ
み
保
育
園 

4

月 

6

日 

新
年
度
説
明
会 

  
 

13

日 

親
子
歓
迎
遠
足 

  
 

24

日 

端
午
の
節
句 

6

月 

20

日 

歯
科
検
診 

7

月 

5

日 

七
夕
ま
つ
り 

10

月 

5

日 

親
子
保
育(

本
園
に
て) 

2

月 

3

日 

豆
ま
き 

  
 

29

日 

親
子
保
育(

本
園
に
て) 

3

月 

3

日 

桃
の
節
句 

 
 
 

11

日 

弁
当
の
日(

う
め
・
さ
く
ら) 

 
  

園
児
健
康
診
断 

お
泊
ま
り
保
育(

青
組)  

作
品
展 

新
年
度
説
明
会 

今
、
つ
ぼ
み
保
育
園
は
三
十

五
年
余
り
前
に
建
て
ら
れ
た

旧
園
舎
の
改
修
工
事
中
で
す
。 

最
初
は
も
も
・
う
め
組
の
床

暖
房
の
入
れ
替
え
工
事
の
予

定
で
し
た
が
、
さ
く
ら
組
の
床

暖
房
新
設
、
沐
浴
室
や
ト
イ

レ
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
の
改
修
等
、

こ
の
機
会
に
と
旧
園
舎
の
内
部

全
体
を
改
修
す
る
大
規
模
な

工
事
に
な
り
ま
し
た
。 

在
園
児
の
保
護
者
の
皆
様
に

は
新
年
度
説
明
会
で
工
事
の

内
容
と
期
間
、
そ
し
て
例
年
通

り
行
え
な
い
行
事
が
あ
る
こ

と
、
工
事
期
間
中
は
保
育
室
を

移
動
す
る
こ
と
等
を
お
知
ら

せ
し
て
、
ご
協
力
の
お
願
い
を

し
ま
し
た
。 

ま
た
、
近
隣
に

お
住
い
の

方
々
に
も
、
内
部
の
工
事
と
は

言
え
騒
音
等
で
い
ろ
い
ろ
と
ご

迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
な

ど
、
お
知
ら
せ
と
お
詫
び
を
し

ま
し
た
。 

七
月
に
一
足
早
く
出
来
上

が
っ
た
二
階
で
は
、
さ
く
ら

A

・さ
く
ら
B

と
い
う
同
じ

広
さ
の
保
育
室
で
二
歳
児
十

五
名
と
十
六
名
が
過
ご
し
て
い

ま
す
。
室
内
が
と
て
も
明
る
く

感
じ
ら
れ
、
三
十
一
名
の
大
き

な
集
団
で
い
た
頃
よ
り
も
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
で
生
活
で
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
新
館

一
階
に
、
防
音
の
効
い
た
多
目

的
保
育
室
（音
楽
室
）
を
造
っ
て

い
た
だ
き
、
ピ
ア
ノ
教
室
や
職

員
の
ピ
ア
ノ
練
習
室
と
し
て
も

使
用
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
現
在
、
す
み
れ
・
れ
ん

げ
組
（三
・
四
・
五
歳
児
）の
子

ど
も
達
が
遊
戯
室
で
過
ご
し
、

す
み
れ
の
部
屋
で
は
う
め
組

（一
・二
歳
児
）、
れ
ん
げ
の
部

屋
で
は
も
も
組
（０
・一
歳
児
）

の
子
ど
も
達
が
過
ご
し
て
い
ま

す
。
こ
の
保
育
室
の
移
動
に
伴

う
家
具
や
遊
具
の
引
越
し
を

有
志
の
保
護
者
の
方
々
が
手

伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
重
い

ピ
ア
ノ
も
含
め
た
く
さ
ん
の
家

具
や
荷
物
を
一
時
間
程
度
で

す
っ
か
り
移
動
さ
せ
た
ラ
グ

ビ
ー
チ
ー
ム
の
よ
う
な
お
父
さ

ん
方
の
パ
ワ
ー
と
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
、
職
員
一
同
驚
嘆
す
る
と

共
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 九

月
に
は
残
り
の
工
事
も
終

了
し
ま
す
。
も
も
、
う
め
の
部

屋
に
可
愛
い
子
ど
も
達
が
戻
っ

て
き
ま
す
。
過
ご
し
易
く
な
っ

た
環
境
の
中
で
、
よ
り
質
の
高

い
三
歳
未
満
児
の
保
育
を
展

開
し
よ
う
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。 

保
護
者
の
皆
様
、
ご
近
隣
に

お
住
い
の
皆
様
に
は
、
も
う
し

ば
ら
く
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
園
舎
の
内
部
改
修
工
事
に
寄
せ
て 

 
 
 
 

 

園
長 

小
島 

千
枝 
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感謝なくして真の人道なし 
  

令和元年度 父母の会 会長 喜多 正貴 

皆さまこんにちは。今年度で７年目の

父母の会会長を務めさせていただく こと

に なりま した喜多正貴と申しま す。今年

度もよろしくお願いいたします。 

私たち父母の会は，つぼみ保育園に

とって縁の下の力持ち的存在として邁進

してい るところです。これもひとえに，Ｏ

Ｂ・ＯＧの皆さま代々のご尽力があってか

らこそ，と考えております。引き続きＯＢ・

ＯＧの 皆さまのご理解とご協力のほど何

卒よろしく お願い申し上げます。 

さて，今年度の父母の会のスローガン

は『☆充実共育☆ “子どもと共に 家庭と

共に 仕事と共に”』～やれるときに，やれ

る人が，やれることをやろう (̂ O^)/ ～ で

す。子どもたちのために，園のために，自

分たちのために，まず自分自身が充実し

た時間や空間を過ごそう ！という 意味を

込めています。充実の先にあふれる我々

大人の笑顔が，子どもたちの溢れる笑顔

につながりますよう に･･･。 

また，１１／１６(土)に開催予定にして

おります「友愛セール・バザー」に皆様の

ご参加を奮ってお待ちしておりま す。Ｏ

Ｂ・ＯＧの 皆様が，思い出深き当時を思

い出してい ただき，少しでも充実感を味

わっていただけたら幸いです。 

最後になりますが，不肖ながら会長職

を７年間務めさせていただきましたこと深

く感謝申し上げます。子ども３人のみなら

ず，嫁さん，義弟，そして不肖私。み～ん

な大好きなつぼみ保育園にお世話にな

りました。そしていつの日か･･･孫もお世

話になる予定です(笑) 

今年度で第三子が卒園するとともに，とも

に卒園いたします。一足早い ですが，皆

さま への感謝の気持ちを書か ずにはい

れませんでしたことお許しください。 

まだまだ暑い日が続きます。どう ぞご自

愛くださいませ。  

■ 今年は、皆様が福岡市や新宮町に納めている保育料について取り上げます。 
 

そもそも、認可保育園の経営は皆様が市町村に納め る保育料と「税金」によって成り立っています。「税
金」は国と福岡県からの負担金と、市もしくは町の負担金、及び、減免によって国基準より安くなっている分
の市と町の負担分です。福岡市が配布している「保育施設利用のご案内」には下の表の通りこれらの金額
が明示されています。 
保育園でお子様をお預かりするには、給食費、

保育材料費、光熱水費、衛生管理費、保育士・栄
養士の人件費などが必要です。そのため、この512
億円を入園している園児の人数により振り分け、福
岡市が市内の各保育園に保育を委託する費用と

して支払っているわけです。 
もちろん、新宮町も同じ仕組みで新宮つぼみ保

育園に委託費として支払われています。 
 

■ さて、この保育料について2つの問題点が保育界を賑わしています。 
 

「一つ目は」、今年10月から保育料の「無償化」が始まりますが、7月の園だよりでも書かせていただきま
したよう に「給食費」は無償化からは除外されました。保育園に預けなく とも子どもたちの食費はかかるのだ
から、その実費は払ってもらいますとの理由です。国からの通知では、10月からはこの給食費は保育園に
直接納めるよう な制度になりそう です。 
しかし、保育園での栄養管理は「子供の健全な発育に必要な栄養量を含有するものでなければならな

い」と児童福祉法で規定されているにも拘わらず、給食は保育の委託からは除外し、保護者と各保育園の

直接契約でやりなさいという ことになるのでしょう か。 
 国はこの給食費の金額は「今までも保育料の中に4500円を納めてもらっていた」ので、各保育園ではこの

額を基準として積算しなさいと言っています。こう なると、各保育園で給食費の金額がまちまちになり、それ
によって給食の質に大きな差が生じてく ることも考えられます。私たち保育関係者は今まで通り、4500円の
給食費徴収を市町村が実施し各園に委託費として支払う 制度を維持してもらいたいと考えています。 
ただし、福岡市政だより（8月1日号では）「3歳～5歳児はこれまで保育料に含まれていた副食費(給食のお

かず代)を引き続きご負担く ださい。」としか書かれてなく、市への支払いなのか、保育園への支払いなのか
判らない記事になっています。市も決めかねているのではないかと若干の期待を持っています。 

 

もっと言えば、給食費も無償化の対象とすべきだとの訴えもしていきたいと思っています。  
 

「二つ目は」、保護者の皆様が納める保育料の基になる公定価格の見直し論議です。 
国は経営実態調査を実施・検証を行い、2020年度以降の保育予算にその内容を反映するとしています。

私たちはその調査結果に驚いています。①保育施設はサービス業全般と比較して積立金が多い、②他の
中小企業と比較して収支差率が高い、③土曜日の出席率が低いにも拘わらず公定価格は土曜日も全日
分が積み上げられている。等々、明白に印象操作をしているのではないかと勘ぐってしまいます。 
①については園舎の改修費用や人件費等に使う 目的以外には使えないルールになっているし、②は市

町村の単独補助金も計算根拠に算入しているし、③は公定価格では週の計算は保育士
一人40時間でしか積算していない 状況なのに、保育園の開所時間は週66時間なので
す。各園では土曜日に交代で休みをとりながら週40時間をやりくりしている状況です。 

 

｢介護｣の世界も財務省の思惑で公定価格が 抑えられ人材難、経営難に陥っている状

況が、保育園にも津波のよう に押し寄せてくるのでしょう か。「質の高い保育を目指す、待
機児童を無く す」等と首相は言っていますが、財務省の進む方向を黙って藪睨み(ヤブニ
ラミ)しているよう に見えてしよう がありません。胃が痛む日々が続きそう です。 

皆様が負担している保育料について 理事長/統括園長 大浦 純平 

 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
三
園
で
始
ま
っ

た
新
し
い
１
年
間
、
澄
み
き
っ
た
瞳
の
子

ど
も
た
ち
が
、
落
ち
着
い
て
日
々
を
送

り
成
長
し
て
い
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
輔
仁
会
で
は
１
年
に
１
度
、
三

園
の
ほ
ぼ
全
職
員
が
集
ま
っ
て
の「
全
体

研
修
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」等
の
大
切
さ
に
つ
い
て

学
ん
で
き
ま
し
た
。
今
年
、
保
育
学
科

が
創
設
さ
れ
て
い
る
九
州
産
業
大
学
の

ご
協
力
を
頂
き
お
二
人
の
教
授
の
先
生

に
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
学
校
で

保
育
を
学
ん
だ
経
験
の
な
い
私
に
と
っ

て
、
と
て
も
新
鮮
な
時
間
で
し
た
。 

 

そ
し
て
、
先
生
方
が
こ
う
あ
り
た
い
と

い
う
保
育
園
の
姿
を
色
々
と
お
話
し
さ

れ
る
の
を
聴
き
な
が
ら
、
何
度
も「
そ
れ

は
輔
仁
会
の
保
育
で
や
っ
て
い
る
こ
と
だ

よ
」
と
思
い
、「
や
っ
て
る
こ
と
は
間
違
っ

て
な
い
」
こ
と
に
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
は
毎
日
の
生

活
の
中
で
、
自
分
が
主
体
と

な
っ
て
豊
か
な
経
験
を
し
、

日
々
発
見
を
し
て
い
く
、
保

育
園
は
そ
ん
な
場
所
な
の
で

す
。
ま
た
、
保
育
園
職
員
の

資
質
と
し
て
ま
ず
、「
子
ど
も
に
向
け
る

温
か
い
ま
な
ざ
し
を
持
っ
て
い
る
こ
と
」

だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

 

保
育
園
で
は
保
育
士
は
じ
め
給
食
担

当
、
事
務
担
当
、
保
育
補
助
や
用
務
の

方
な
ど
様
々
な
職
種
の
人
が
働
い
て
い

ま
す
。
全
て
の
職
員
の
温
か
い
ま
な
ざ

し
に
包
ま
れ
な
が
ら
、
お
部
屋
で
展
開

さ
れ
る
保
育
の
中
で
は
勿
論
、
給
食
で

出
会
う
料
理
の
中
に
も
、
園
庭
の
風
景

の
中
に
も
、
拭
き
清
め
ら
れ
た
廊
下
や

棚
や
、
生
け
ら
れ
た
花
に
接
し
て
も
、

子
ど
も
た
ち
は
日
々
新
し
い
発
見
を
し

て
心
を
充
実
さ
せ
、
真
に
よ
い
も
の
の
こ

と
を
解
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

「
全
体
研
修
を
終
え
て
」 

  
 

統
括
次
長 

大
浦
ま
ゆ
み 

福岡市が各園に保育を委託する総経費  約512億円 

国・県 

負担額 

約259億円  

福岡市 

負担額 

約134億円 

国が定める保育料額   約119億円  

福岡市が徴収 

した保育料額 

約82億円 

減免分の 

市負担額 

約37億円 

保護者負担分  全体の約16％ 



【 貸 借 対 照 表 】 

資
産 

流動資産 47,344,579 

固定資産 488,121,388 

資産の合計 535,465,967 

負
債 

流動負債 13,948,684 

固定負債 3,795,520 

小        計 17,744,204 

純
資
産 

基本金 43,103,048 

国庫補助金等特別積立金 120,880,608 

その他の積立金 269,126,000 

次期繰越活動収支差額 84,612,107 

小        計 517,721,763 

負債及び純資産の合計 535,465,967 

2018年度 つぼみ保育園決算状況   (単位 円) 

【 資金収支計算書 】 

事
業
活
動
資
金
収
支 

     保育事業収入 288,367,197 

     経常経費寄附金収入 496,898 

     受取利息配当金収入 370,695 

     その他の収入 5,212,887 

  事業活動収入計(1) 294,447,677 

     人件費支出 187,121,085 

     事業費支出 34,739,921 

     事務費支出 24,615,322 

     支払利息支出 0 

     その他の支出 3,677,637 

  事業活動支出計(2) 250,153,965 

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 44,293,712 

施
設
整
備
等 

資
金
収
支 

  施設整備等収入計(4) 130,000 

  施設整備等支出計(5) 4,992,738 

施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) -4,862,738 

そ
の
他
の
活
動

資
金
収
支  

  その他の活動収入計(7) 0 

  その他の活動支出計(8) 34,874,126 

その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) -34,874,126 

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 4,556,848 

前期末支払資金残高(11) 28,523,145 

当期末支払資金残高(10)+(11) 33,079,993 

2019年度  

職員構成 
(8月5日現在 62名) 

 

理事長 大浦 純平  

次長  大浦まゆみ  /  事務長  大浦有平  
  

園 長 小島 千枝 

   本  園 

主   任  西村 美香 

副  主  任  猿渡 健一（年長フリー） 

事務主任 大浦 理絵 
 

も  も組 中北 由里 幾度 良恵 

 松島 千華 藤田 実里 

 小西 真弓 野口 希世 

 藤井 由美子 清水 淳子  

保育補助 米村 美智子   

う  め組 福崎 夏弥 岡 あき穂 

 斎藤 風花   冨成 真樹子 

 越治 和代 原 真理子 

 岡崎 久美子  

さくら組 津田 豊子 平嶋 美里 

 大塚 菜央 松本 夏希 

 小田 晃子 川口 ますみ 

 岩永 松枝 吉田 優惟 

保育補助 大江 典子 

すみれ組 松本 綺羅星 石橋 優希 

れんげ組 呼子 茄穂 濵田 麻衣 

つくし組 前田 キララ 宇佐美 敦子  

わらび組 木之下 文 光安 佑佳 

なずな組 松本 達則 松崎 征子 

保育補助 枝次 良子 

栄 養 士 岩崎 真樹 福島 千春 

調 理 員 河津 和美 岡崎 千代 

 久保 淳子   安武 美佳  

 上田 愛   

用 務 員  岩﨑 直子   中野 修 

（育休中） 柴田 彩佳   折居 香織 

  分  園 

分園主任 宮川 京子 

保 育 士 田中 富美子 内田 久子  

 田村 明子 野田 美和子 

 田中 孝子 阿部 俊子  

 野中 智子 

管理栄養士 城戸 奈緒 

■
簡
易
テ
ン
ト
の
活
用 

昨
年
度
夏
の
猛
暑

に
よ
る
日
よ
け
対
策
と

し
て
簡
易
テ
ン
ト
を
数

台
購
入
し
ま
し
た
。
特

に
屋
上
の
プ
ー
ル
で
は

年
長
プ
ー
ル
に
大
型
の
簡
易

テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
日
よ
け

対
策
を
し
た
り
、
年
少
裏
庭

や
園
庭
遊
び
の
時
の
日
陰
づ
く
り
と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。 

 

■
親
分
太
鼓
の
高
さ
変
更 

例
年
青
組
担
任
は
つ

ぼ

み

太

鼓

の

時
、

立
っ
て
親
分
太
鼓
を

叩
い
て

い
ま

し
た
。

研
修
で
理
事
長
先
生

が
あ
る
高
校
生
の
太

鼓
を
叩
く
姿
に
イ
ン

ス
パ
イ
ヤ
さ

れ
、
つ

ぼ
み
の
親
分
太
鼓
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
取
り
入
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
30

年
度
の
青
組
担
任
は
新
た
に
振
り
付

け
を
考
え
、
そ
の
年
の
運
動
会
と
音
楽
祭
で
実

践
し
、
好
評
を
得
ま
し
た
。 

 

■
年
少
組
保
育
室
の
改
築 

＆ 

防
音
室
の
新
設 

そ
し
て 

 

職
員
ロ
ッ
カ
ー
室
の
改
修  

今
年
度
は
大

工
事

が

行

わ
れ

て

い

ま

す
。
ま
ず
第
一
期
工

事
が
5

月
13

日
に
始

ま
り
7

月
6

日
に
終

わ
り
ま
し
た
。
さ
く

ら
組
と
た
ん
ぽ
ぽ
の

部
屋
が
同
面
積
に
な

り
、
さ
く
ら
組
が
2

ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
以
前
音
楽
教
室
が
行
わ
れ
て
い
た

た
ん
ぽ
ぽ
の
部
屋
が
今
回
の
改
築
工
事
で
さ
く

ら
組
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
一
階
の
は
こ

べ
の
部
屋
を
改
造
し
て
新

し
く
で
き
た
多
目
的
保
育

室
で
音
楽
教
室
を
し
て
い

ま
す
。
防
音
が
効
い
て
い

る
の
で
職
員
の
ピ
ア
ノ
の

練
習
室
と
し
て
も
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
職

員
ロ
ッ

カ
ー
室

の
床

も

カ
ー
ペ
ッ
ト
か
ら
板
張
り

に
変
わ
り
、
明
る
く
快
適

な
部
屋
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
現
在
進
行
中

の
第
二
期
工
事
が
9

月
に

終
わ
り
ま
す
。
詳
細
は
次

年
度
の
年
報
で
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。 

 ■
タ
ン
カ
・
リ
ヤ
カ
ー
購
入 

担
架
と
リ
ヤ
カ
ー
を
購
入

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

担
架
は
簡
易
組
み
立
て
式

で

大

人
も
運
べ

ま
す
。
早

速
、
職
員
で
組
み
立
て
実
践

を
し
ま
し
た
。 

リ
ヤ
カ
ー
は
ア
ル
ミ
製
の

軽
量
折
り

た
た
み
式
で
す
。
非
常
時
の

持
ち
出
し
や
運
動
会
練
習
の

運
動
遊
具
運
搬
、
そ
の
他

諸
々
の
運
搬
で
活
用
し
て
い

き
た
い
で
す
。 

(

副
主
任
保
育
士 

猿
渡
健
一
）

 

春
の
叙
勲
受
章 

田
村
先
生
喜
び
の
言
葉 

 

新
元
号
に
変
わ
っ
た
令
和
元
年
五
月
、
思
い
も
か
け
ず

春
の
叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
頂
き
ま
し
た
。
保
育
の
仕

事
に
長
年
に
わ
た
り
従
事
し
た
と
い
う
こ
と
で
授
与
さ

れ
ま
し
た
が
、
つ
ぼ
み
保
育
園
と
い
う
良
き
環
境
と
ま
わ

り
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
の
ご
褒
美
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。 一

年
目
の
時
、
雛
飾
り
の
屏
風
を
破
っ
て
し
ま
っ
た
私
に

対
し
て「
嫁
に
行
か
な
く
て
い
い
か
ら
、
い
つ
ま
で
も
こ
こ
で

勤
め
な
さ
い
」と
声
を
か
け
て
く
れ
た
先
輩
た
ち
。
ま
さ

か
そ
の
言
葉
が
本
当
に
な
る
と
は
・
・・。
こ
の
叙
勲
を
励

み
と
し
て
、
さ
ら
に
子
ど
も
達
や
周
り
の
保
護
者
の
皆

様
、
職
場
で
働
く

仲

間
た
ち
、
一

人

ひ
と
り
と
信
頼
関

係
が
深
ま
る
よ
う

今
後
も
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

（田
村
明
子
）

 

2019年度  

父母の会役員 
 

会 長 喜多 正貴  (すみれ) 
 

副会長 田川 健司 (なずな) 

  々  吉浦 未貴 (わらび) 

  々  河島 孝 (つくし) 
 

会 計 長田 裕子 (つくし) 

  々  上福元 千愛 (さくら) 

  々  秦 英敏 (つくし) 
 

書 記 川越 亮治 (う め) 

  々  宮本 智佳恵 (れんげ) 
 

委 員  楊 祐敏 (も も) 

  々  佐久間 陽菜 (も も) 

  々   田中 秀宣 (う め) 

  々  名古屋 聖美 (う め) 

  々 筧 哲弘 (さくら) 

  々  石井 竜之宥 (さくら) 

  々 瀬戸口 早希 (さくら) 

  々   金子 耕一朗 (すみれ) 

  々 濱田 泰暢 (すみれ) 

  々  讃井 久代 (すみれ) 

  々   大久保 学史 (すみれ) 

  々   坂戸 雄一 (れんげ) 

  々   形山 亮子 (れんげ) 

  々  宮崎 環 (れんげ) 

  々  中河原 健介 (つくし) 

  々  森 竜介 (つくし) 

  々  永田 恵理 (わらび) 

  々  石井 千絵 (わらび) 

  々  井手口 久仁子 (わらび) 

  々  森田 桂子  (わらび) 

  々  川野 耕太郎 (なずな) 

  々  國松 功   (なずな) 

  々  池田 亜紀  (なずな) 
  

監 査 古川 翼    (れんげ) 

  々 廣重 円香 (すみれ) 

 寄 せら れた 意 見・要 望 は、  

特にありませんでした。 

2019.6.23 法人全職員の前で 

理事長先生より花束贈呈 

 主任保育士 西村美香 保育の中の食育 ～生きる上での基本、豊かな人間性を育むために～ 

三年前の東区グループ研修では、リーダーとして『ゆびのば体操』について研究発表

しました。そして、昨年度からは主任保育士グループの一員として、給食グループと合同

で『保育園の食育を組織的かつ効果的に推進していくために ～保育士と給食担当者の

相互の連携と共通理解を図りながら～』をテーマに研究しています。 

平成17年に食育基本法が制定され、輔仁会でも食育研究委員会を立ち上げました。

以前から日々の保育の中で食育活動はしていましたが、食育計画を立て職員全員の共

通理解の下で食育を行う よう になりました。 

今回の研究では「保育士が食育計画をどう 活用しているか？」や「給食職員が保育現

場の食育にどう 関わっているのか？」を問われ、食育を振り返るきっかけになりました。 

そこで計画的に給食職員と話し合う 機会を持ち、今

行っていることの再確認や現状を把握し、今後出来る

事を検討して実践している所です。まず、給食室から

毎日食育に関するニュースを発信し、保育士がそれを

分かりやすく 子ども達へ伝えたり、保育会議に給食職

員が参加して連携と共通理解をする時間を設けまし

た。また、給食職員が配膳だけでなく 食事の時間にも

保育室へ行き、実際に喫食状況を見たり、子ども達と積極的に

関わっています。子ども達にも給食職員が調理したり食器を洗っ

たりする様子を写真等で紹介することで、給食職員と子ども達の

関係がより親密になってきました。 

保育士にも変化が見られます。給食側から「もっとスキムミルク

（以下ミルク）を飲んで欲しい」と要望があり、各クラスの喫食状況

を報告し合った時に、ある保育士が ミルクを『スーパーミルク』と

題して話したところ子ども達が自らミルクを飲むよう になったという

事例をあげたの で、他のクラスも早速実行してみました。それか

らは徐々にミルクを飲む子が増え、今では残食がほとんど無い状

況になっています。子どもが自ら食べよう とする気持ちになる言葉かけ、働きかけの大切

さを実感し、保育士自身が食に興味をもって工夫するよう になってきました。 

こう して、保育士や給食職員と関わり、色々な話を聞いたり、見たり、食べたりする中

で、食への興味を持ち、食べることって楽しいという 気持ちや、食べ物を大切にしたり調

理してく れる人に感謝するなどの「いただきます」の気持ちが育ってほしいと思います。 

食育は様々な経験を通じて食に関する知識と、食を選択する力を習得し、健全な食

生活を実践することが出来る人間を育てることに繋がります。これからも、より良い食育の

推進に努めていきたいと思います。 

↑給食の先生と一緒に当番活動 

↑お泊り保育での米研ぎ ↑屋上の畑で採れた野菜と一緒に 

↑給食室より本日の食育の伝達 

↑年少会議に給食室も参加します 

↑本日はトウモロコシの皮むきです 

屋上プール 

さくらB保育室内 

職員ロッカー室 

防音室 
入口 


